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レ
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は
じ
め
に

天
正
遣
欧
使
節
（
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
原

マ
ル
テ
ィ
ノ
）
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
伴
わ
れ
て
、
一
五
八
五
年
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
元
老
院
（Senato

）
は
、

ヤ
ー
コ
ポ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
四
人
の
肖
像
画
を
描
か
せ
た
（
１
）

。
こ
れ

ら
の
う
ち
マ
ン
シ
ョ
像
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
の
死
後
、
彼
が
所
有
し
て
い
た
家
に
蔵
置

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

二
〇
一
四
年
、
当
絵
画
（
図
1
）
は
ミ
ラ
ノ
の
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財
団
に
お
い

て
発
見
さ
れ
、
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
、
財
団
の
保
存
・

資
料
管
理
担
当
職
員
パ
オ
ラ
・
デ
ィ
・
リ
ー
コ
氏
が
、
肖
像
画
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
で

な
く
、
そ
の
息
子
ド
メ
ニ
コ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
手
に
よ
る
と
論
じ
る
（
２
）
。
そ
し

て
マ
ン
シ
ョ
像
が
、
長
年
を
経
て 

ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
家
の
所
有
に
な
っ
た
経
緯

に
も
言
及
し
た
。

さ
ら
に
二
〇
一
七
年
、
な
ぜ
マ
ン
シ
ョ
像
が
描
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
研
究

が
発
表
さ
れ
た
。
セ
ル
ジ
ョ
・
マ
リ
ネ
ッ
リ
氏
に
よ
れ
ば
、
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財

団
所
蔵
の
絵
は
ス
ケ
ッ
チ
で
、
こ
れ
を
も
と
に
ド
メ
ニ
コ
は
使
節
四
人
を
描
く
群

像
画
を
制
作
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
群
像
画
は
未
完
成
に
終
わ
っ
た
（
３
）

。
一

方
、
小
佐
野
重
利
氏
は
、
群
像
画
の
制
作
の
た
め
に
、
ド
メ
ニ
コ
は
マ
ン
シ
ョ
像

を
別
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
素
描
し
、
後
に
描
き
直
し
た
の
が
財
団
の
肖
像
画
で
あ
る

と
す
る
（
４
）

。
群
像
画
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
統
領
宮
殿
内
の
「
元
老
院
の
間
」（Sala 

dei Pregadi

）、
ま
た
は
「
四
扉
の
間
」（Sala delle Q

uattro Porte

）
に
展
示

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
と
も
推
測
し
た
。
外
国
か
ら
の
大
使
や
賓
客
は
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
統
領
と
謁
見
す
る
前
に
、後
者
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。

本
稿
の
目
的
は
、こ
の
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
群
像
画
の
主
題
、規
模
、展
示
場
所
、

そ
し
て
マ
ン
シ
ョ
像
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言

え
ば
、
ヤ
ー
コ
ポ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
群
像
画
は
、
元
老
院
の
メ
ン
バ
ー
た
ち

（pregadi

）
に
よ
る
使
節
の
歓
迎
、
そ
し
て
使
節
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
統
領
の
謁
見

を
描
写
す
る
大
き
な
作
品
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
群
像
画
は
、
少
な
く
と
も
計

画
当
初
は
、
統
領
宮
殿
の
「
大
評
議
会
の
間
」（Sala del M

aggior C
onsiglio; 

図
2
）
に
掲
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
群
像
画
制
作
の
た
め
、
ヤ
ー
コ
ポ
は
マ

ン
シ
ョ
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
側
が
そ
の
描
写
を
評
価
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
ド
メ
ニ
コ
が
描
き
直
し
た
作
品
が
、
ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財
団
の
マ

ン
シ
ョ
像
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
点
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
に
お
け
る
外
交
儀
式
の
し
き
た
り
や
イ

エ
ズ
ス
会
の
ロ
ー
マ
文
書
館
が
所
蔵
す
る
手
稿
文
献
か
ら
考
察
す
る
。
従
来
の
天

正
遣
欧
使
節
に
関
す
る
研
究
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
ど
の
よ
う
に
使
節
が
歓
迎
さ

れ
た
か
、
そ
の
歓
迎
ぶ
り
を
説
明
す
る
に
と
ど
ま
る
。
本
稿
で
は
、
群
像
画
の
主

題
を
理
解
す
る
た
め
に
、
使
節
が
入
市
し
た
際
の
儀
式
を
再
考
察
す
る
。
ま
た
結

城
了
悟
神
父
が
、
ロ
ー
マ
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
使
節
と
イ
タ
リ
ア
を
旅

し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
に
よ
る
手
紙
や
報
告
を
出
版
し
て
い
る

（
５
）

。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
、
マ
ン
シ
ョ
像
や
使
節
の
群
像
画
に
関
す
る
研
究
で
深
く

分
析
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

使
節
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
入
市

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
イ
タ
リ
ア
都
市
国
家
は
、
外
国
の
要
人
訪
問
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
儀
典
に
即
し
て
接
遇
し
た
。
海
に
囲
ま
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
客
人
の
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歓
迎
は
近
郊
の
港
で
始
ま
る
（
６
）

。
そ
し
て
客
人
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
中
心
部
に
船

で
移
動
し
、
航
路
の
途
中
に
あ
る
島
で
、
共
和
国
の
歓
迎
を
重
ね
て
受
け
た
。

天
正
遣
欧
使
節
の
場
合
、
一
五
八
五
年
六
月
二
六
日
に
キ
オ
ッ
ジ
ャ
の
港
へ
到

着
し
た
。
元
老
院
は
、
事
前
に
同
市
の
行
政
長
官
（podestà

）
に
使
節
を
歓
待

す
る
よ
う
通
達
し
た
（
７
）

。
翌
二
七
日
、
使
節
は
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
に
向
か
う
。

同
島
は
、
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
か
ら
南
へ
四
キ
ロ
程
に
位
置
す
る
。
そ
の
島
で
、

騎
士
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
は
、
三
〇
人
に
及
ぶ
元
老
院
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
使
節
を
迎
え
、
共
和
国
政
府
に
代
わ
っ
て
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
（
８
）
。
そ

し
て
使
節
は
、
ピ
ア
ッ
テ
ィ
（piatti
）
と
呼
ば
れ
る
平
底
の
船
三
隻
に
乗
り
、

一
〇
〇
隻
以
上
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
他
の
船
を
伴
い
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
中
心
部
に
向

け
て
出
航
し
た
（
９
）
。

ピ
ア
ッ
テ
ィ
が
用
意
さ
れ
、
巨
大
な
御
座
船
ブ
チ
ン
ト
ー
ロ
（bucintoro

）

で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
使
節
の
接
待
は
最
高
レ
ベ
ル
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

共
和
国
は
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
や
千
々
石
ミ
ゲ
ル
を
、「
日
本
の
王
や
公
子
か
ら
派

遣
さ
れ
た
大
使
」
と
位
置
付
け
た）

10
（

。
彼
ら
が
、
大
友
宗
麟
、
有
馬
春
信
、
大
村
純

忠
な
ど
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
名
代
と
し
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
面
会
し
た
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
あ
ま
り
に
も
遠
い
日
本
の
「
王
」
は
、
共
和
国
に
と
っ
て
さ
ほ

ど
利
用
価
値
や
影
響
力
が
な
く
、
最
高
位
の
儀
式
は
不
必
要
と
判
断
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
、
王
位
に
あ
る
者
や
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
と
っ
て
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
来
客
（
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
王
ア
ン
リ
三
世
や
、
キ
プ
ロ
ス
の
カ
テ
リ
ー

ナ
・
コ
ル
ナ
ー
ロ
女
王
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
甥
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
・
ボ
ル
ジ
ア
枢
機
卿
、
共
和
国
の
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
る
べ
く
来
訪
し
た

ウ
ル
ビ
ー
ノ
公
爵
な
ど
）
の
場
合
は
、
ブ
チ
ン
ト
ー
ロ
が
使
用
さ
れ
た）

12
（

。
時
に
は

統
領
自
ら
が
乗
船
し
、
そ
の
他
多
く
の
豪
華
船
を
引
き
連
れ
て
中
継
地
の
島
ま
で

客
人
を
迎
え
に
行
っ
た
。　
　

統
領
宮
殿
内
の
「
コ
レ
ー
ジ
ョ
の
間
」（Sala del C

ollegio

）
に
お
け
る
統
領

と
の
謁
見
の
儀
式
に
も
、
来
客
の
重
要
度
に
応
じ
た
格
差
が
あ
っ
た
。
来
客
が
君

主
の
場
合
、
統
領
は
宮
殿
の
階
段
や
建
物
の
外
で
出
迎
え
る
が
、
大
使
ク
ラ
ス

の
場
合
は
、「
コ
レ
ー
ジ
ョ
の
間
」
に
留
ま
っ
た）

13
（

。
天
正
遣
欧
使
節
が
六
月
二
八

日
に
宮
殿
を
訪
れ
た
際
、
統
領
ニ
コ
ロ
・
ダ
・
ポ
ン
テ
は
、「
コ
レ
ー
ジ
ョ
の
間
」

で
待
機
し
て
い
た）

14
（

。
ダ
・
ポ
ン
テ
が
九
五
歳
の
高
齢
で
、
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た

こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う）

15
（

。
ま
た
統
領
は
、
王
、
枢
機
卿
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
の
選
定
候
な
ど
と
挨
拶
を
交
わ
す
場
合
に
は
、
帽
子
（corno

）
を
脱
ぎ
、
同

じ
地
位
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
ベ
ン
チ
に
共
に
座
っ
た）

16
（

。
し
か
し
使
節
と
の

挨
拶
で
は
、
ダ
・
ポ
ン
テ
は
帽
子
を
被
っ
た
ま
ま
で
、
彼
ら
を
二
人
ず
つ
両
脇
の

椅
子
に
座
わ
ら
せ
た）

17
（

。

群
像
画
の
主
題
と
規
模

天
正
遣
欧
使
節
は
共
和
国
に
と
っ
て
外
交
上
最
重
要
で
は
な
か
っ
た
が
、
わ
ざ

わ
ざ
地
球
の
反
対
か
ら
来
た
珍
し
い
客
人
の
訪
問
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
世
界
の

中
心
的
存
在
で
あ
る
事
を
顕
示
す
る
上
で
好
都
合
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
共
和
国

は
、
使
節
の
訪
問
の
記
念
と
し
て
、
彼
ら
を
描
く
群
像
画
を
制
作
す
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
絵
の
主
題
は
、
使
節
と
イ
タ
リ
ア
各
地
を
旅
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
イ
ッ

ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
が
、
一
五
八
五
年
七
月
一
二
日
に
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
ク

ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
宛
に
書
い
た
手
紙
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
、
ヴ
ォ
ー
リ
ア
の
手
紙
の
中
で
、
使
節
を
描
い
た
絵
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋

す
る
。
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日
曜
日
（
一
五
八
五
年
六
月
三
〇
日
）、
使
節
が
サ
ン
・
マ
ル
コ
に
お
け
る

評
議
会
に
赴
く
と
、
あ
の
大
広
間
に
は
一
二
〇
名
の
貴
人
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
使
節
が
あ
の
高
く
て
主
要
な
場
所
に
居
る
間
に
、
共
和
国
の
最
も
優

れ
た
画
家
は
、
統
領
の
命
令
を
受
け
て
、
大
使
た
ち
を
写
生
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
出
来
栄
え
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
メ
ス
キ
ー
タ
神
父
に
（
使

節
た
ち
の
？
）
部
屋
で
、（
そ
れ
を
完
成
す
る
た
め
の
）
最
大
の
便
宜
を
与

え
る
よ
う
説
得
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
あ
の
広
間
に
は
珍
し
い
絵
で
埋
め

る
場
所
が
ま
だ
空
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
老
委
員
会
（C

ollegio

）
全
員 

は
、
そ
の
画
家
に
、
元
老
院
の
紳
士
た
ち
に
よ
る
こ
れ
ら
四
人
の
公
子
の
歓

迎
や
、
統
領
へ
の
紹
介
を
描
い
た
絵
を
制
作
し
て
埋
め
る
よ
う
に
命
令
し
ま

し
た
。
二
千
ス
ク
ー
デ
ィ
を
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す）

18
（

。

 

ヴ
ォ
ー
リ
ア
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
群
像
画
は
、「
元
老
院
の
紳
士
た
ち
に
よ
る

こ
れ
ら
四
人
の
公
子
の
歓
迎
（incontro

）」
と
「
統
領
へ
の
紹
介
」
を
描
く
予

定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
出
来
事
は
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
検
討
し
て

み
よ
う
。
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
と
元
老
院
メ
ン
バ
ー
三
〇
人
は
、
使
節
が
統
領
ダ
・
ポ

ン
テ
と
謁
見
す
る
前
に
、
彼
ら
を
イ
エ
ズ
ス
会
宿
舎
ま
で
迎
え
に
行
っ
た）

19
（

。
し
か

しincontro

と
い
う
単
語
に
は
、「
出
会
い
」
の
ほ
か
に
、「
公
式
で
厳
か
な
歓
迎
」

と
い
う
意
味
も
あ
る）

20
（

。
従
っ
て
、
最
初
の
場
面
は
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
に
お

け
る
、
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
や
元
老
院
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
よ
る
歓
迎
式
を
示
す
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
二
番
目
の
場
面
は
、
明
ら
か
に
、
ダ
・
ポ
ン
テ
と
の
謁
見
を
指
す
。

群
像
画
が
か
な
り
大
掛
か
り
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ヤ
ー
コ

ポ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
に
支
払
わ
れ
る
と
さ
れ
た
金
額
か
ら
推
定
で
き
る
。
予
算

は
、
上
記
の
イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
が
書
い
た
手
紙
に
よ
れ
ば
、
二
千
ス

ク
ー
デ
ィ
で
あ
っ
た
。
使
節
と
共
に
イ
タ
リ
ア
を
旅
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ロ
・
レ
ー
ニ
も
、
一
五
八
五
年
七
月
四
日
に
、「
前
に
話
し
た
大
広
間
に

は
、
紳
士
た
ち
（
使
節
四
人
の
こ
と
）
を
描
い
た
大
変
美
し
い
絵
が
か
け
ら
れ
る

予
定
で
す
。
二
千
ス
ク
ー
デ
ィ
以
上
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
記
す）

21
（

。
同

様
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
証
言
を
も
と
に
し
て
、
使
節
の
旅
行
記
を
出
版
し
た
グ

イ
ー
ド
・
グ
ア
ル
テ
ィ
エ
ー
リ
も
、
絵
の
値
段
を
二
千
ス
ク
ー
デ
ィ
と
す
る）

22
（

。
さ

ら
に
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー
タ
は
、
予
算
は
、
二
千
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
で
あ
っ

た
と
報
告
し
て
い
る
（
こ
の
手
紙
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。
ロ
ー
マ
の
貨
幣
ス

ク
ー
デ
ィ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
は
、
多
少
差
が
あ
っ
た
も
の
の
、

概
ね
同
じ
価
値
で
あ
っ
た
。

上
記
の
金
額
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
や
そ
の
工
房
に
よ
る
他
の
多
く
の
作
品
よ
り
も

は
る
か
に
高
額
で
あ
る
。
ヤ
ー
コ
ポ
は
仕
事
を
得
る
為
に
、
作
品
を
寄
贈
し
た

り
、
低
価
格
で
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た）

23
（

。
ヤ
ー
コ
ポ
や
助
手
た
ち
が

一
五
七
八
年
か
ら
一
五
九
四
年
に
制
作
し
た
十
九
枚
に
も
上
る
作
品
の
場
合
、
サ

ン
・
ロ
ッ
コ
大
同
信
会
館
の
支
払
い
は
一
五
七
九
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た）

24
（

。
サ

ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
聖
堂
に
あ
る
《
最
後
の
晩
餐
》
や
《
マ
ナ

の
収
集
》
と
い
っ
た
大
作
の
値
段
も
、
計
一
八
〇 

ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
に
過
ぎ
な
い
。

統
領
宮
殿
の
「
大
評
議
会
の
間
」
に
飾
ら
れ
た
巨
大
な
《
天
国
》（
図
2
）
で
さ
え
、

最
近
発
見
さ
れ
た
文
献
に
よ
る
と
、
一
五
九
二
年
ま
で
に
支
払
わ
れ
た
金
額
は
、

千
五
百
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
で
あ
っ
た
（
作
品
は
、
ド
メ
ニ
コ
が
ほ
と
ん
ど
描
い
た
と

い
わ
れ
る）

25
（

）。
十
六
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
、
絵
画
の
価
格
は
、
絵
の

大
き
さ
、
描
か
れ
る
人
数
、
素
材
、
画
家
の
知
名
度
、
出
来
栄
え
な
ど
に
よ
り
決
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め
ら
れ
た）

26
（

。
天
正
遣
欧
使
節
を
描
い
た
群
像
画
は
、
さ
ぞ
か
し
意
匠
を
凝
ら
し
た

大
作
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
絵
が
完
成
し
た
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
作
品
に
な
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
継
地
の
島
に
お
け
る
共
和
国
の
歓
迎
を
描
い
た
作
品

と
し
て
、「
四
扉
の
間
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ド
レ
ア
・
ミ
キ
エ
ッ
リ
（
通

称
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
）
の
絵
が
あ
る
（
図
3
）。 

こ
の
作
品
は
、
一
五
七
四

年
に
リ
ド
島
で
行
わ
れ
た
ア
ン
リ
三
世
の
迎
賓
を
描
く
。
画
面
中
央
か
ら
右
手

に
か
け
て
、
こ
の
式
典
の
た
め
に
ア
ン
ド
レ
ア
・
パ
ッ
ラ
ー
デ
ィ
オ
が
臨
時
に
建

て
た
凱
旋
門
が
描
か
れ
、
多
く
の
人
々
が
見
守
る
中
、
統
領
ア
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ
・
モ

チ
ェ
ニ
ー
ゴ
が
金
色
の
服
を
着
て
、
全
身
黒
ず
く
め
の
王
を
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
総

大
司
教
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
に
紹
介
し
て
い
る
。 

絵
の
左
手
に
は
ブ

チ
ン
ト
ー
ロ
が
、
手
前
や
背
景
に
は
無
数
の
ゴ
ン
ド
ラ
、
及
び
他
の
船
が
描
か
れ

て
い
る
。
天
正
遣
欧
使
節
の
場
合
、
統
領
ダ
・
ポ
ン
テ
の
出
迎
え
は
な
く
、
ブ
チ

ン
ト
ー
ロ
も
、
ま
た
凱
旋
門
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
絵

の
よ
う
に
、
多
く
の
人
々
（
リ
ッ
ポ
マ
ー
ノ
と
元
老
院
メ
ン
バ
ー
な
ど
）
や
ゴ
ン

ド
ラ
が
、
所
狭
し
に
描
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ダ
・
ポ
ン
テ
と
謁
見
す
る
場
面
を
理
解
す
る
上
で
、
ヴ
ィ
チ
ェ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の

作
品
と
同
様
に
「
四
扉
の
間
」
に
展
示
さ
れ
た
、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
の
使
節
を
描
く

絵
が
手
掛
か
り
に
な
る
（
図
4
））

27
（

。
従
来
こ
の
絵
は
、
一
六
〇
三
年
に
「
コ
レ
ー

ジ
ョ
の
間
」
で
行
わ
れ
た
ペ
ル
シ
ャ
使
節
と
統
領
マ
リ
ー
ノ
・
グ
リ
マ
ー
ニ
の
謁

見
の
場
を
描
く
も
の
と
さ
れ
て
き
た）

28
（

。
し
か
し
近
年
、
絵
は
そ
れ
よ
り
も
以
前
に

描
か
れ
、
特
定
の
で
は
な
く
想
像
上
の
ペ
ル
シ
ャ
使
節
を
描
く
と
論
じ
ら
れ
た）

29
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
小
佐
野
氏
は
、
絵
の
中
で
ペ
ル
シ
ャ
使
節
が
統
領
の
両
脇
に

座
っ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
マ
ン
シ
ョ
ら
も
ダ
・
ポ
ン
テ
の
両
側
に
着
席
し
た
と

論
じ
る）

30
（

。
ま
た
マ
リ
ネ
ッ
リ
氏
は
、
こ
の
絵
の
よ
う
に
、
天
正
遣
欧
使
節
を
描
い

た
作
品
も
、
通
訳
を
務
め
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
た
ち
を
含
め
る
予
定
で
あ
っ
た
と
推

測
す
る）

31
（

。
ペ
ル
シ
ャ
使
節
の
謁
見
図
で
、
通
訳
は
、
金
色
の
ケ
ー
プ
を
羽
織
っ
た

ペ
ル
シ
ャ
大
使
の
前
に
立
つ
黒
い
服
の
男
と
、
そ
の
後
ろ
の
人
物
と
さ
れ
、
二
人

と
も
上
段
に
立
つ）

32
（

。
天
正
遣
欧
使
節
が
統
領
に
謁
見
し
た
際
も
、
通
訳
を
務
め
た

デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー
タ
と
ヴ
ォ
ー
リ
ア
は
壇
上
に
上
が
っ
た）

33
（

。

ペ
ル
シ
ャ
使
節
を
描
い
た
絵
と
、
天
正
遣
欧
使
節
の
謁
見
の
儀
式
に
は
、
そ
の

他
の
共
通
点
が
あ
る
。 

ペ
ル
シ
ャ
使
節
の
絵
で
は
、
統
領
は
毛
皮
付
き
の
金
色

の
服
を
着
て
、
赤
い
布
を
背
に
着
席
す
る
。
日
本
の
使
節
と
会
う
と
き
、
ダ
・
ポ

ン
テ
も
、
貴
石
が
付
い
た
金
色
の
服
を
着
用
し
、
絹
地
張
り
の
、
背
高
の
椅
子
に

座
っ
た）

34
（

。
ま
た
ペ
ル
シ
ャ
人
た
ち
は
、
赤
や
青
の
服
を
着
た
長
老
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
よ
り
や
や
高
い
場
所
に
着
席
す
る
。
マ
ン
シ
ョ
ら
も
、
委
員
た
ち
よ
り
上
席

に
座
っ
た）

35
（

。
さ
ら
に
絵
の
中
央
で
、
ペ
ル
シ
ャ
か
ら
共
和
国
へ
の
贈
り
物
で
あ
る

金
の
刺
繍
入
り
の
白
い
絹
布
が
、
箱
か
ら
取
り
出
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か
ら
の
使

節
も
、
謁
見
式
の
最
中
に
、
着
物
と
刀
を
籠
に
入
れ
て
贈
呈
し
た）

36
（

。
こ
の
使
節
の

謁
見
図
が
完
成
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
儀
式
へ
の
多
々
な
る
参
加
者
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
位
に
見
合
っ
た
服
装
や
席
次
、
そ
し
て
外
交
で
重
要
な
要
素
を
持
つ
贈
り
物

な
ど
が
描
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

マ
ン
シ
ョ
像
の
制
作
過
程
と
服
装

群
像
画
の
制
作
は
、
ド
メ
ニ
コ
・
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
担
当

す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る）

37
（

。
彼
は
若
く
し
て
ヤ
ー
コ
ポ
の
工
房
に
入

り
、
共
和
国
が
ヤ
ー
コ
ポ
に
発
注
し
た
大
き
な
作
品
の
制
作
に
加
わ
っ
た）

38
（

。
特
に
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一
五
八
〇
年
以
降
は
、
六
〇
歳
を
超
え
た
父
親
に
代
わ
り
、
ド
メ
ニ
コ
や
他
の
助

手
が
作
品
の
多
く
を
手
掛
け
た）

39
（

。
天
正
遣
欧
使
節
を
描
い
た
群
像
画
の
場
合
も
、

《
天
国
》
の
制
作
の
よ
う
に
、
ヤ
ー
コ
ポ
の
発
想
を
も
と
に
、
ド
メ
ニ
コ
や
他
の

助
手
が
、
絵
を
完
成
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ト
リ
ヴ
ル
ツ
ィ
オ
財
団
が
所
蔵
す
る
マ
ン
シ
ョ
像
の
作
者
に
関
し
て
、
前
記
の

イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
に
よ
る
手
紙
に
、
手
掛
か
り
と
な
る
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ア
は
、
ヤ
ー
コ
ポ
が
描
い
た
使
節
四
人
の
「
写
生
」
は
、

「
出
来
栄
え
が
良
く
な
か
っ
た
」
の
で
、
一
二
〇
名
も
の
紳
士
が
集
ま
っ
て
い
た

「
大
広
間
（salone

）」
よ
り
も
、
小
さ
な
「
部
屋
（cam

era

）」
に
お
い
て
落
ち

着
い
て
描
き
直
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。
晩
年
の
ヤ
ー
コ
ポ
は
、
人
物
の
精
神
性

を
表
現
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
が
、
見
慣
れ
な
い
東
洋
人
の
顔
の
特
徴
を
捉
え

る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

40
（

。
写
生
の
や
り
直
し
に
は
、
肖
像
画
家
と

し
て
名
高
い
、
よ
り
写
実
的
な
筆
さ
ば
き
の
ド
メ
ニ
コ
が
出
向
い
た
可
能
性
が
あ

る
。そ

の
際
、
ド
メ
ニ
コ
は
ヤ
ー
コ
ポ
が
使
用
し
た
キ
ャ
ン
バ
ス
を
再
利
用
し
た
の

か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ

り
、
本
論
で
は
分
か
る
範
囲
の
言
及
に
留
め
た
い
。
ヤ
ー
コ
ポ
は
肖
像
画
を
制
作

す
る
時
、
直
接
キ
ャ
ン
バ
ス
に
素
描
し
た
と
推
定
さ
れ
る）

41
（

。
し
か
し
マ
ン
シ
ョ
像

の
エ
ッ
ク
ス
線
写
真
の
調
査
で
は
、
顔
の
部
分
が
加
筆
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
な

い
。
山
高
帽
か
ら
丸
み
の
あ
る
低
い
帽
子
へ
、
ま
た
襞
襟
が
さ
ら
に
大
き
く
描
き

直
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
て
い
る
（
恐
ら
く
後
の
時
代
に
、
こ
の
絵
を
売

却
す
る
た
め
に
、 

服
装
を
「
今
風
」
に
し
た）

42
（

）。
ま
た
ヤ
ー
コ
ポ
が
使
節
を
写
生

し
た
時
、
彼
ら
が
着
て
い
た
服
は
、
黒
色
か
、
紫
色
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
月
三
〇
日
、
四
人
は
「
ス
ペ
イ
ン
風
」
の
服
を
着
て
、
刀
と
短
剣
を
身
に
つ

け
、
金
の
鎖
を
首
か
ら
下
げ
て
い
た）

43
（

。
こ
の
「
ス
ペ
イ
ン
風
」
の
服
が
ど
の
よ
う

な
衣
装
で
あ
っ
た
の
か
史
料
で
は
定
か
で
は
な
い
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
ス
ペ
イ

ン
宮
廷
で
は
黒
色
の
服
が
流
行
し
て
い
た
。
使
節
は
、
ロ
ー
マ
で
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス

一
三
世
か
ら
下
賜
さ
れ
た
洋
服
を
公
の
式
典
で
着
用
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
黒
色

の
衣
装
が
あ
る）

44
（

。
そ
の
他
教
皇
か
ら
贈
ら
れ
た
「
紫
色
（pagonazzo

）
の
ベ
ル

ベ
ッ
ト
製
ス
ペ
イ
ン
風
の
上
着
」
が
あ
り
、
こ
の
服
を
着
用
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
る）

45
（

。
一
方
、
金
の
鎖
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
の
後
任
者
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
か

ら
「
金
の
拍
車
騎
士
団
」
の
一
員
と
し
て
騎
士
に
叙
さ
れ
た
と
き
に
賜
っ
た）

46
（

。
鎖

に
は
、
シ
ク
ス
ト
ゥ
ス
五
世
の
肖
像
が
刻
印
さ
れ
た
メ
ダ
ル
が
付
い
て
い
た
と
い

う
。
使
節
は
恐
ら
く
こ
の
鎖
を
首
に
か
け
て
、六
月
三
〇
日
に
「
大
評
議
会
の
間
」

で
行
わ
れ
た
投
票
を
視
察
し
、「
騎
士
の
た
め
の
場
所
」
に
座
し
た）

47
（

。
こ
の
「
騎

士
の
た
め
の
場
所
」
と
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ア
が
言
う
「
あ
の
高
く
て
主
要
な
場
所
」

を
指
し
、《
天
国
》
の
絵
の
前
に
位
置
す
る
特
別
席
（tribuna

）
の
こ
と
で
あ
ろ

う
（
図
2
）。
つ
ま
り
こ
の
鎖
は
、
特
別
席
に
座
る
の
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る

こ
と
を
示
す
重
要
な
首
飾
り
で
あ
っ
た
。
使
節
が
特
別
席
に
座
る
間
に
、
ヤ
ー
コ

ポ
は
彼
ら
を
写
生
し
て
お
り
、
こ
の
大
切
な
鎖
を
描
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く

い
。ち

な
み
に
マ
ン
シ
ョ
像
は
、
ど
の
よ
う
な
服
を
着
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
胸

の
前
合
わ
せ
に
金
と
思
わ
れ
る
ボ
タ
ン
や
装
飾
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
周
辺
に
描

か
れ
た
Ｖ
字
の
線
は
、
シ
ク
ス
ト
ュ
ス
五
世
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
金
の
鎖
を
表
示
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
マ
ン
シ
ョ
像
は
ボ
タ
ン
付
き
胴
着
の
上
に
さ
ら

に
上
着
を
着
衣
し
て
い
て
、
Ｖ
字
線
は
そ
の
縁
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

後
者
な
ら
ば
、
前
記
の
ス
ペ
イ
ン
風
の
上
着
を
着
用
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
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（pagonazzo

に
は
、
暗
い
赤
紫
色
も
含
ま
れ
た）

48
（

）。
こ
の
上
着
の
上
に
さ
ら
に
マ

ン
ト
ら
し
き
服
を
右
肩
に
掛
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
襟
が
も
う
片
方
の
肩
の
上

に
描
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
マ
ン
シ
ョ
像
の
衣
装
は
早
い
筆
さ
ば
き
で

大
掴
み
に
描
か
れ
て
お
り
、
群
像
画
に
こ
の
衣
装
を
描
く
意
図
は
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
教
皇
か
ら
使
節
に
贈
ら
れ
た
帽
子
は
、
三
種
類
あ
っ
た
。
白
羽

付
き
ビ
ー
バ
毛
の
帽
子
、
先
端
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型
に
編
ま
れ
た
金
の
組
紐
が
付

い
た
黒
い
ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
ベ
レ
ー
帽
、 

そ
し
て
金
の
組
紐
付
き
の
ア
ン
カ
ッ
ト
・

ベ
ル
ベ
ッ
ト
の
ベ
レ
ー
帽
で
あ
っ
た）

49
（

。
し
か
し
ど
れ
も
マ
ン
シ
ョ
像
が
被
る
平
た

く
丸
い
装
飾
が
付
い
た
平
帯
が
周
囲
を
め
ぐ
る
帽
子
と
は
異
な
る
。
こ
の
円
形
の

装
飾
や
平
帯
は
、
後
の
時
代
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

群
像
画
は
、
洋
服
姿
の
四
人
を
描
く
予
定
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
歴
史
家
ダ
ニ
エ
ッ
ロ
・
バ
ル
ト
リ
に
よ
れ
ば
、
使

節
は
和
服
で
統
領
と
謁
見
し
、
群
像
画
に
は
、「
彼
ら
の
固
有
の
服
装
（ne ’ loro 

propri habiti

）」、
つ
ま
り
着
物
を
着
た
姿
で
描
か
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
い
う）

50
（

。

バ
ル
ト
リ
の
書
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
古
文
書
を
も
と
に
記
し
た
重
要
な
情
報
を
含

む
が
、
使
節
の
来
訪
か
ら
七
五
年
ほ
ど
経
た
一
六
六
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、

憶
測
で
書
か
か
れ
た
記
述
も
多
い）

51
（

。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ダ
・
ポ
ン
テ
と
の
謁
見

時
の
服
装
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
使
節
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
訪
問
し
て
い
た

頃
に
書
か
れ
た
史
料
に
、
和
服
を
着
用
し
た
と
い
う
記
録
が
な
い
た
め
、
実
際

は
、
洋
服
を
着
て
統
領
と
会
っ
た
と
考
え
ら
れ
る）

52
（

。
こ
の
洋
装
の
詳
細
は
不
明
だ

が
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
に
到
着
し
た
日
に
、
使
節
が
何
を
着
て
い
た
の
か
記

述
し
た
史
料
が
あ
る
。
四
人
と
も
金
モ
ー
ル
で
装
飾
さ
れ
た
深
紅
の
ダ
マ
ス
ク
織

の
服
を
着
て
、
金
の
組
紐
付
き
黒
い
ベ
ル
ベ
ッ
ト
製
ベ
レ
ー
帽
を
被
っ
て
い
た）

53
（

。

い
ず
れ
も
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
三
世
か
ら
の
贈
物
で
あ
り
、
謁
見
の
際
も
同
様
に
、

教
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
洋
服
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

展
示
場
所
と
方
法

群
像
画
は
、
一
五
八
五
年
当
初
、「
大
評
議
会
の
間
」
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
イ
ッ
ポ
ー
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
や
デ
ィ
エ
ゴ
・
デ
・
メ
ス
キ
ー

タ
の
手
紙
か
ら
判
明
す
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ア
に
よ
れ
ば
、
使
節
が
「
大
評
議
会
の

間
」
を
訪
れ
た
際
、
長
老
委
員
会
が
、「
あ
の
広
間
に
は
珍
し
い
絵
で
埋
め
る
場

所
が
ま
だ
空
い
て
」
い
る
の
で
、
使
節
を
描
い
た
群
像
画
の
制
作
を
依
頼
し
た
と

い
う
。
一
五
七
七
年
一
二
月
二
〇
日
に
統
領
宮
殿
で
火
事
が
あ
っ
た
た
め
、
使
節

の
来
訪
時
、「
大
評
議
会
の
間
」
は
修
復
中
で
あ
っ
た）

54
（

。
天
井
画
は 

一
五
八
四
年

以
前
に
取
り
替
え
ら
れ
た
が
、
壁
画
の
制
作
は
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
続
い
た）

55
（

。
長

老
委
員
会
は
、「
大
評
議
会
の
間
」
の
壁
の
ど
こ
か
に
、
使
節
を
描
い
た
群
像
画

を
陳
列
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

メ
ス
キ
ー
タ
の
手
紙
で
は
、
展
示
場
所
を
「
統
領
た
ち
が
い
る
広
間
」
と
し
、

使
節
は
「
す
べ
て
の
元
老
院
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
」
絵
に
描
か
れ
る
計
画
で
あ

る
と
記
述
す
る）

56
（

。 

「
統
領
た
ち
が
い
る
広
間
」
と
は
、
歴
代
の
統
領
の
肖
像
画
が

飾
ら
れ
た
広
間
を
指
す
。「
大
評
議
会
の
間
」（
図
2
）
や
、
隣
接
す
る
「
投
票
の

間
」（Sala dello Scrutinio)

の
壁
に
は
、
そ
の
よ
う
な
肖
像
画
が
陳
列
さ
れ
て

い
る）

57
（

。
し
か
し
ヴ
ォ
ー
リ
ア
の
手
紙
と
併
せ
て
考
慮
す
れ
ば
、
メ
ス
キ
ー
タ
は

「
大
評
議
会
の
間
」
を
示
唆
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
す
べ
て
の
元
老
院
メ

ン
バ
ー
」
と
は
、
サ
ン
ト
・
ス
ピ
リ
ト
島
で
使
節
を
歓
迎
し
た
元
老
院
メ
ン
バ
ー

全
員
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
数
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
高
官

と
一
緒
に
、
絵
に
描
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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さ
ら
に
メ
ス
キ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
使
節
を
描
い
た
群
像
画
の
横
に
は
、
和
紙
に

書
か
れ
た
使
節
か
ら
の
感
謝
状
が
展
示
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
図
5
）。
こ
の

こ
と
は
他
の
史
料
に
も
記
さ
れ
、
研
究
者
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
感
謝
状
の
内
容
と
群
像
画
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
感
謝
状
が
展
示
さ
れ
た

な
ら
ば
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
日
本
語
の
文
字
は
、
さ
ぞ
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
々
の
目
を
惹
き
、
隣
接
す
る
群
像
画
へ
の
興
味
を
掻
き
立
て
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
紙
の
左
端
に
は
イ
タ
リ
ア
語
訳
が
記
さ
れ
、
四
人
が
誰
な
の
か
、
日
本
の
王

の
大
使
と
し
て
教
皇
へ
の
恭
順
を
示
す
た
め
に
訪
欧
し
た
こ
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

は
必
見
と
思
い
来
訪
し
た
が
、
想
像
よ
り
遥
か
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
歓
迎
の
栄
誉
に
浴
し
た
こ
と
、
も
し
無
事
に
日
本
に

戻
っ
た
と
き
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
こ
と
を
皆
に
語
る
と
結
ぶ
。
つ
ま
り
群
像
画

が
完
成
し
て
い
れ
ば
、
感
謝
状
の
文
章
と
と
も
に
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
権
威
、
厚

遇
、
繁
栄
、
そ
し
て
地
球
の
裏
側
ま
で
届
く
名
声
を
、
観
者
に
伝
え
る
こ
と
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

ヤ
ー
コ
ポ
や
ド
メ
ニ
コ
が
制
作
す
る
予
定
で
あ
っ
た
天
正
遣
欧
使
節
を
描
く
絵

は
、
統
領
宮
殿
の
一
番
重
要
な
大
広
間
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
偉
大
さ
を
誇
示
す

る
は
ず
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
日
本
人
の
来
訪
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
絵
の
本
当
の

狙
い
は
、
統
領
や
政
府
高
官
た
ち
の
権
威
を
示
す
こ
と
に
あ
り
、
統
領
宮
殿
に
来

る
来
客
を
圧
倒
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
マ
ル
ド
リ
会
修
道
士

ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
バ
ル
デ
ィ
が
一
五
八
七
年
に
出
版
し
た
「
大
評
議
会
の
間
」
や
「
投

票
の
間
」
に
配
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
絵
画
を
説
明
す
る
冊
子
に
、
使
節
の
群

像
画
は
含
ま
れ
て
い
な
い）

58
（

。
前
書
き
に
、
一
五
八
六
年
一
二
月
一
九
日
と
書
か
れ

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ル
デ
ィ
は
こ
の
頃
冊
子
を
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る）

59
（

。
こ
の

と
き
ま
で
に
、「
大
評
議
会
の
間
」
に
使
節
の
群
像
画
を
飾
る
こ
と
が
、
正
式
に

決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
イ
ッ
ポ
リ
ト
・
ヴ
ォ
ー
リ
ア
は
長
老

委
員
会
が
群
像
画
の
制
作
を
発
案
し
た
と
報
告
す
る
が
、
委
員
会
は
二
五
ド
ゥ

カ
ー
テ
ィ
以
上
の
出
費
に
関
し
て
決
定
権
が
な
か
っ
た）

60
（

。
委
員
会
は
、
共
和
国
に

関
す
る
様
々
な
案
件
を
議
論
し
、
元
老
院
に
提
案
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
た
。
元

老
院
は
、
一
五
八
七
年
一
〇
月
一
七
日
に
な
っ
て
群
像
画
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の

予
算
と
し
て
二
千
ド
ゥ
カ
ー
テ
ィ
を
準
備
す
る
決
議
を
し
た）

61
（

。

決
議
の
記
録
に
は
、
群
像
画
の
配
置
場
所
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
時
点
で

元
老
院
は
、「
大
評
議
会
の
間
」
で
な
く
、「
元
老
院
メ
ン
バ
ー
の
間
」
や
「
四
扉

の
間
」
を
検
討
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い）

62
（

。「
大
評
議
会
の
間
」
の
壁
画
に
は
、

火
事
以
前
に
広
間
を
飾
っ
て
い
た
絵
の
主
題
が
継
承
さ
れ
、
ま
た
共
和
国
軍
の

勝
利
の
場
面
が
主
に
描
か
れ
た
。
一
方
ド
メ
ニ
コ
や
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
工
房
は
、

一
五
八
八
年
か
ら
一
五
九
二
年
に
か
け
て
、
長
さ
二
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
七
メ
ー

ト
ル
、
ほ
ぼ
五
百
人
の
人
物
を
描
く
巨
大
な
《
天
国
》
の
制
作
に
取
り
か
か
っ
て

お
り
、
使
節
を
描
く
群
像
画
を
な
か
な
か
完
成
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う）

63
（

。

最
終
的
に
は
、
マ
リ
ネ
ッ
リ
氏
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
一
六
〇
六
年
に
イ
エ
ズ
ス

会
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
か
ら
追
放
さ
れ
た
た
め
絵
の
制
作
が
中
止
さ
れ
た
可
能
性
が

あ
る）

64
（

。
使
節
の
群
像
画
は
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
四

扉
の
間
」
に
掛
け
ら
れ
た
ア
ン
リ
三
世
や
ペ
ル
シ
ャ
使
節
を
歓
迎
す
る
絵
画
に
、

主
題
な
り
、
構
図
な
り
、
何
ら
か
の
形
で
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ

る
。
日
本
の
使
節
を
描
い
た
絵
に
代
わ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の

繁
栄
や
海
を
超
え
た
影
響
力
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
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図 1　ドメニコ・ティントレット、《伊東
マンショの肖像》、1585年、ミラノ、トリ
ヴルツィオ財団。©Fondazione Trivulzio.

図 2　ヴェネツィア統領宮殿、「大評議会の間」。画面右下に
見える特別席（tribuna）の背後に、ヤーコポ・ティントレッ
ト工房による《天国》が掲げられる。 左側の壁、天井近くに、
一連の統領の肖像画が位置する。筆者撮影。

図 3　アンドレア・ミキエッリ（通称ヴィチェンティーノ）、《フランス王アンリ 3世のリド島における
迎賓》、1593年、ヴェネツィア統領宮殿、「四扉の間」。© 2019 Archivio Fotografico - Fondazione Musei 
Civici di Venezia.
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図 4　パオロ・ヴェロネーゼ工房の継承者たち、《「長老委員会の間」におけるペルシャ使節
の謁見》、1591-1592年、ヴェネツィア統領宮殿、「四扉の間」。© 2019 Archivio Fotografico - 
Fondazione Musei Civici di Venezia.

図 5　天正遣欧使節からヴェネツィア共和国への感謝状、1585年、ヴァチカン教皇庁図書
館、Borg.Cin.536。© 2019 Biblioteca Apostolica Vaticana.
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Tintoretto’s (Unfinished) Group Portrait of the Tensho Embassy： abstract

Mayu Fujikawa

In this paper, I trace the commission history of Jacopo Tintoretto’s unfinished group 

portrait that was to represent the Tensho embassy. I argue that the Collegio, an executive 

body of the Venetian republic, requested him to paint two scenes for the painting: the 

reception of the embassy by the senators on the island of Santo Spirito and the audience 

with Doge Nicolò da Ponte. The group portrait was for the Sala del Maggior Consiglio, 

where the walls still had empty spaces to be filled with paintings after the devastating fire 

of 1577. The painting was to be juxtaposed with the embassy’s letter of gratitude written 

on a sheet of Japanese paper. Had the group portrait been finished, the text and image 

would have worked together to promote the republic’s fame, generosity, and authority to 

the visitors who entered the hall of state. 

While Ito Mancio and the other three Japanese members of the embassy were seated 

in the tribuna of the Sala del Maggior Consiglio in order to see an election that was taking 

place on June 30, 1585, Jacopo sketched them; however, it did not go well. Their Jesuit 

chaperon wanted them to be portrayed again in a smaller and more confortable space. 

It is possible that Jacopo’s son, Domenico Tintoretto, took on that task, and the portrait 

of Mancio at the Trivulzio Foundation was Domenico’s oil sketch that he created for the 

group portrait.

Although the Senate set aside a budget for the group portrait in October 1587, it 

was curiously excluded from Girolamo Bardi’s Dichiaratione di tutte le istorie che si 

contengono, where he explained the paintings that were to be placed in the Sala del 

Maggior Consiglio. Since the Collegio had little authority over costly transactions, 

the project was presumably still unsanctioned by the Senate when Bardi prepared his 

manuscript around December 1586. Equally possible is that the Senate intended the 

group portrait to be placed somewhere else within the Doge’s Palace̶perhaps in the 

Sala delle Quattro Porte.  

Yet the project of the group portrait was delayed, undoubtedly because Tintoretto’s 

workshop was engaged on the colossal Paradise for the Sala del Maggior Consiglio 

between 1588 and 1592. Although the group portrait of the Japanese was never finished, 

it would have affected the subject matter or compositions of the paintings that represent 

the reception of King Henry III of France on the Lido Island and the doge’s audience with 

a Persian embassy. These paintings presently adorn the wall of the Sala delle Quattro 

Porte.




